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歴
史
的
に
逆
行
す
る
政
策
が
ば

く
進
す
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
道
筋

が
描
け
な
い
政
治
状
況
に
混
沌
と

す
る
一
年
。
ひ
と
つ
の
「
地
域
再

生
」
の
試
み
の
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん

だ
。
何
と
、
３０
年
余
に
渡
っ
て
、

地
域
に
お
い
て

経
済
再
生
。
自

立
へ
の
道
を
求

め
て
、
闘
っ
て

人
々
が
居
た
こ

と
を
し
る
。 

 

当
時
は
、「
相

手
に
さ
れ
ず
。 

 

バ
カ
呼
ば
わ

り
さ
れ
て
も
、

我
が
道
を
行

く
」、ひ
と
つ
一

つ
「
実
績
」
を

積
み
上
げ
て
き
た
歩
み
に
頭
が
下

が
る
。
は
じ
め
の
書
き
出
し
は
、

『「
経
済
１
０
０
年
の
常
識
」を
破

る
。（
な
に
ー
。
と
思
っ
た
が
）
な

に
も
、
便
利
な
都
会
暮
ら
し
を
す

て
、
昔
な
が
ら
の
田
舎
暮
ら
し
を

し
な
さ
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。

「
ブ
ー
タ
ン
み
た
い
な
幸
せ
」
を

押
し
つ
け
よ
う
と
い
う
の
で
も
な

い
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
生
活
の

中
身
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。 

 

し
か
し
、
本

質
は
「
革
命
的

に
」
転
換
さ
れ

る
の
だ
。
そ
れ

は
ど
う
い
う
こ

と
か
。「
経
済
の

常
識
」
に
翻
弄

さ
れ
て
い
る
人

と
は
、
た
と
え

ば
こ
の
よ
う
な

人
だ
。
も
っ
と

稼
が
な
き
ゃ
、

も
っ
と
高
い
評

価
を
得
な
き
ゃ
と
猛
烈
に
働
い
て

い
る
。
必
然
、
帰
っ
て
寝
る
だ
け

の
生
活
。
ご
は
ん
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
暇
な
ど
な
い
。 

 

だ
か
ら
、
全
部
外
で
買
っ
て
く

る
。
洗
濯
も
で
き
ず
、
靴
下
な
ど

福脊連ホームページアドレス www .normanet.ne.jp/~ww101926/ 

 

《 

わ
だ
ち
目
次 

》 

深
く
て
黒
い
川
底
に
は
湧
き
水
が

あ
る
こ
と
を
知
る 

 

・
・
・
１
Ｐ 

全
脊
連 

第
３７

回 

九
州
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
福
岡
大
会
を
終
え

て 
 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
３
Ｐ 

書
籍
紹
介 

 
 

 
 

・
・
・
３
Ｐ 

「
特
定
秘
密
保
護
法
」
は
、
こ
ん

な
に
ヤ
バ
イ 

 
 

 

・
・
・
４
Ｐ 

刑
事
手
続
と
福
祉
支
援
の
連
携 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
７
Ｐ 

福
脊
連
相
談
会 

北
九
州
支
部 

 

・
・
・
１０
Ｐ 

「
第
３
次
障
害
者
基
本
計
画
」
に

関
す
る
障
害
者
政
策
委
員
会
（
第

８
回
）
議
事
次
代
「
参
考
資
料
２
」

よ
り 

 
 

 
 

 

・
・
・
１１
Ｐ 

今
月
の
時
事 

 
 

 

・
・
・
１６
Ｐ 

２０１３年１２月１０日 

NO. 

 

１８１ 

深
く
て
黒
い
川
底
に
は 

 

 

湧
き
水
が
あ
る
こ
と 

 
 
 
 
 

を
知
る
。 

 

ー 

枯
れ
る
こ
と
の
な
い 

 

湧
き
清
水
は
、
自
然
循
環 

 
し
て
果
て
る
こ
と
は
な
い 

ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
知
恵
） 
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は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
新
品
を
買
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、
猛

烈
に
働
い
て
い
る
彼
は
、
実
は
そ

れ
ほ
ど
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
っ
て

い
な
い
と
言
う
こ
と
だ
。 

 

貰
っ
て
い
る
給
料
は
、
高
い
か

も
し
れ
な
い
。 

 

で
も
、
毎
日
モ
ノ
を
買
う
支
出

が
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
に
な
り
、
手

元
に
お
金
が
残
ら
な
い
。 

 

だ
か
ら
、
彼
は
ま
す
ま
す
、
が

ん
ば
る
。
が
ん
ば
っ
た
ら
、
が
ん

ば
っ
た
分
だ
け
給
料
が
上
が
る
が
、

そ
の
分
自
分
で
す
る
こ
と
が
さ
ら

に
減
り
、
支
出
が
増
え
て
い
く
。

「
世
の
中
の
経
済
」
に
と
っ
て
、

彼
は
あ
り
が
た
い
存
在
だ
。 

 

し
か
し
、
い
び
つ
な
生
活
だ
。 

 

今
の
経
済
は
、
こ
の
よ
う
な
暮

ら
し
ぶ
り
を
奨
励
し
て
い
る
。 

「
ち
ま
ち
ま
節
約
す
る
な
。
ど
ん

ど
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
使

え
。
そ
れ
を
遥
か
に
上
回
る
収
益

を
上
げ
れ
ば
い
い
の
だ
。 

 

規
模
を
大
き
く
す
れ
ば
い
い
の

だ
。
規
模
を
大
き
く
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
利
益
は
増
え
て
い
く
。 

 

そ
れ
が
『
豊
か
さ
』
と
い
う
の

だ
。」
と
』・
・
・
長
い
引
用
に
な

っ
た
が
、
は
じ
め
の
部
分
が
本
書

の
軸
と
考
え
た
の
で
、
後
の
「
実

践
」
レ
ー
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
紐
解
い
て
ほ
し
い
。 

 

『
第
一
章 

世
界
経
済
の
最
先

端
、
中
国
山
地
、
原
価
ゼ
ロ
か
ら

経
済
再
生
、
地
域
復
活
・
・ 

“
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命 

”
は
、
里
山
か
ら

始
ま
る
。
―
油
に
代
わ
る
燃
料
が

あ
る
・
・
第
２
章 
２１
世
紀
先
進

国
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

―
ユ
ー

ロ
危
機
と
無
縁
だ
っ
た
国
の
秘

密
・
・
・
知
ら
ざ
る
優
良
国
家
―

林
業
が
最
先
端
の
産
業
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
る
―
里
山
資
本
主
義

を
最
先
端
の
技
術
が
支
え
る
・
・

中
間
総
括
第
３
章 

「
里
山
資
本

主
義
」
の
極
意
、
マ
ネ
ー
に
依
存

し
な
い
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
―
過
疎
の

島
こ
そ
２１

世
紀
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
に
な
っ
て
い
る
―
地
域
の
赤
字

は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
「
モ
ノ
」

の
購
入
代
金
・
・
第
４
章  

“
無

縁
社
会 

”
の
克
服
、
福
祉
先
進
国

も
学
ぶ 

“
過
疎
の
町 

”
の
知
恵
、

「
脱
社
会
保
障
の
一
体
改
革
頼

み
」
へ
の
反
旗
―
「
ハ
ン
デ
」
は

マ
イ
ナ
ス
で
は
な
く
宝
箱
で
あ

る
・
・
第
５
章 

「
マ
ッ
チ
ョ
な

２０
世
紀
」
か
ら
、「
し
な
や
か
な

２１
世
紀
」
へ
。
―
課
題
先
進
国
を

救
う
里
山
モ
デ
ル
ー
、
報
道
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
が
見
た
日
本
の
２０

年

―
「
都
会
の
団
地
」
と
「
里
山
」

は
相
似
形
を
し
て
い
る
「
里
山
資

本
主
義
へ
の
違
和
感
」
こ
そ
「
作

ら
れ
た
世
論
」・・
最
終
総
括 

「
里

山
資
本
主
義
」
で
不
安
・
不
満
・

不
振
に
決
別
を
。 

日
本
の
本
当

の
危
機
・
少
子
化
の
解
決
策
・
繁

栄
す
る
ほ
ど
「
日
本
経
済
衰
退
」

へ
の
不
安
が
心
の
底
に
溜
ま
る
マ

ッ
チ
ョ
な
解
決
に
走
れ
ば
副
作
用

が
で
る
・
・
・
』。
以
上
、
目
次
を

省
略
し
て
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

里
山
資
本
主
義
の
実
践
は
、い
ま
、

全
国
に
広
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
再
編
に
関

す
る
、
ひ
と
つ
の
壮
大
な
道
筋
と

実
感
し
ま
し
た
。
是
非
、
一
読
を

勧
め
た
い
。
こ
れ
は
、
本
の
紹
介

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
レ
ポ
ー

ト
で
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ひ

と
つ
一
つ
を
再
考
し
て
ほ
し
い
と

考
え
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
を

共
に
、
こ
の
国
に
つ
い
て
模
索
す

る
と
い
う
、
共
同
思
考
、
連
帯
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
は
じ
め
る
た

め
・
・
・
国
に
何
が
で
き
る
の
か

を
問
う
の
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
国
を
造
る
の
か
、
決
し

て
だ
ま
さ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、

や
り
は
じ
め
る
こ
と
だ
と
思
う
。 

“
主
権
在
民 

”
あ
り
き
な
の
だ
。

す
べ
て
は
、
考
え
る
こ
と
に
あ
り
。 

 

「
里
山
資
本
主
義 

日
本
経
済

は
「
安
心
の
原
理
」
で
動
く 

藻

谷
浩
介 

広
島
取
材
班 

角
川
書

店
」
よ
り
、
抜
粋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
し
ん
） 
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全
脊
連 

第

３７

回 
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

福
岡
大
会
を
終
え
て 

 

過
去
何
度
か
、
一
参
加
者
と
し

て
、
参
加
し
た
経
験
は
あ
る
が
、

今
回
は
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事
と
し

て
の
参
加
で
あ
っ
た
。 

当
日
は
、
全
脊
連
本
部
か
ら
、

理
事
が
出
席
し
て
く
れ
る
も
の
と

思
い
、
担
当
理
事
と
し
て
顔
を
並

べ
て
い
る
だ
け
で
い
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
行
っ
て
み
る
と
本
部
理

事
は
居
ず
、
私
が
本
部
の
立
場
で

替
わ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。 

理
事
会
参
加
や
連
絡
事
項
で
、

一
応
の
知
識
、
状
況
把
握
は
あ
っ

た
も
の
の
、あ
わ
て
て
し
ま
っ
た
。 

各
県
支
部
の
参
加
者
が
、
納
得

の
い
く
説
明
が
で
き
た
か
ど
う
か

は
、
不
明
で
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
担

当
理
事
の
役
割
に
つ
い
て
、
十
分

な
知
識
を
持
と
う
と
し
な
か
っ
た
、

私
の
甘
え
で
も
あ
る
が
、
事
前
に

本
部
と
連
絡
を
取
り
、
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
で
本
部
と
し
て
伝
え
る
事
項
、

本
部
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
か

ら
聞
き
取
る
べ
き
事
項
を
押
さ
え

て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
反
省
を

し
て
い
る
。
大
会
準
備
は
、
福
岡

支
部
の
面
々
が
、
着
々
と
進
め
て

く
れ
て
い
た
が
、
間
近
に
な
っ
た

頃
、
大
会
参
加
者
の
人
数
が
少
な

い
と
い
う
連
絡
が
入
っ
て
き
た
。 

前
回
、
久
留
米
で
開
催
し
た
時

は
、
北
九
州
か
ら
も
多
数
参
加
し

た
記
憶
が
あ
る
。
社
会
の
高
齢
化

の
波
は
、
福
脊
連
に
も
押
し
寄
せ

て
い
る
の
か
。
こ
こ
で
踏
ん
張
っ

て
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
一
人
一

人
の
「
脊
損
」
の
未
来
は
開
け
て

き
た
が
、「
福
脊
連
」
の
未
来
は
暗

い
と
い
う
結
果
に
陥
り
そ
う
で
あ

る
。
個
々
の
結
び
つ
き
が
弱
ま
っ

た
時
、
個
の
未
来
も
閉
ざ
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
歴
史
は
語
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
お
こ
う
。 

 
 

 
 

 
 

白
川 

長
廣 

書籍紹介 

１.「社会を変えるには」、小熊英二著 講談社現代新書 慶應義塾大学総合政策学部教授・

著書「私たちは今どこにいるのか」小熊英二時評集・毎日新聞社「辺境からはじまるー東

京/東北論」明石書店他。 いま日本で起きていることは、どういうことか。社会をかえ

るということは、どういうことか。歴史的、社会構造的、思想的に考え、社会運動の新し

い可能性をさぐる論考。日本社会はどのように造られてきたのか。現在の状況、今社会は

どこにいるのか。どこに向かっているのか。現代日本で「社会をかえる」とは、・・・面

白い本です。歴史的に「視る」と、「構造的」に視ること。その政治＝政策過程を視る、

捉え方がおもしろい。それは、自分の「存在」のいまが視えてくるようでもある（自分の

正体）。社会について考える「ヒントがある」本である。 

２．「知の逆転」NHK出版新書 ３９５・・・限りなく真実を追い求め、学問の常識を逆

転させた叡智の６人。彼らはいま、人類の未来をどう予見しているのか。「科学に何がで

きる？」「人工知能の可能性は？」情報社会の行方は？」等々。文明の崩壊と再編〜これ

からをどのように生きるのか？ 思考するのか？しないのか？ 見極める行為を放棄す

れば、騙され続け、飼いなされた生き物にすぎないのでは？（私はペットにはなりたくは

ない。）一読をお勧めする。（かく） 
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は
じ
め
に 

法
案
の
正
式
名
称
は
、「
特
定
秘

密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
案
と

い
い
ま
す
。
本
則
２６
条
、
附
則
７

条
、
別
表
と
い
う
構
成
で
、
全
体

で
３４
頁
で
す
。
法
案
を
読
ん
で
も

分
か
り
に
く
い
の
で
、
以
下
に
そ

の
問
題
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

「
特
定
秘
密
保
護
法
案
」
に
付
け

ら
れ
た
「
理
由
」
に
は
、 

“
国
際

情
勢
の
複
雑
化
に
伴
い
情
報
の
重

要
性
が
増
大 

”
と
か
、 

“
高
度

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の

発
展
に
伴
い
漏
え
い
の
危
険
性
が

懸
念
さ
れ
る 

”と
し
か
書
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
、
あ
ま
り

に
抽
象
的
で
、「
秘
密
保
護
法
」
制

定
の
必
要
性
の
説
明
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
で
、
安
倍
首

相
は
、 

“
北
朝
鮮
や
中
国
の
動
き

な
ど
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保

障
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る 
”
と
、
両
国
の
名
前
を
挙
げ
た

答
弁
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
関

係
改
善
が
必
要
な
近
隣
国
を  

“
日
本
の
安
全
保
障
政
策
の
標

的 

”
と
名
指
し
す
る
こ
と
自
体
、

外
交
上
も
政
治
感
覚
と
し
て
も
誤

り
で
す
。
北
朝
鮮
や
中
国
の
動
き

へ
の
対
応
が
必
要
だ
と
し
て
も
、

そ
れ
に
は
個
別
の
具
体
的
な
措
置

で
十
分
で
、
こ
ん
な
包
括
的
で
チ

ェ
ッ
ク
の
利
か
な
い
「
秘
密
保
護

法
」
を
制
定
す
る
理
由
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
方
で
、
政

府
が
海
外
で
武
力
行
使
を
す
る
態

勢
を
本
格
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

場
合
は
、軍
事
情
報
、外
交
情
報
、

警
察
の
治
安
情
報
な
ど
を
厳
格
な

秘
密
と
す
る
で
し
ょ
う
。
安
倍
内

閣
・
自
民
党
は
、
強
力
な
国
家
体

制
を
築
い
て
自
由
と
基
本
的
人
権

を
縛
り
、「
国
防
軍
」
を
置
い
て
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
（
本
格
的
な

武
力
行
使
＝
戦
争
）
を
す
る
国
に

日
本
を
す
る
た
め
、
憲
法
を
変
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。（
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、「
お
わ
り
に
」
で
触
れ

ま
す
）
加
え
て
、
政
府
や
官
僚
た

ち
が
、
知
ら
れ
た
ら
自
分
た
ち
に

都
合
の
悪
い
情
報
（
不
正
や
汚
職

や
失
敗
な
ど
）
も
「
秘
密
」
に
で

き
る
な
ら
、
自
分
た
ち
の
保
身
や

政
治
的
延
命
が
容
易
に
な
り
ま
す
。 

国
民
に
真
実
を
知
ら
せ
な
い
、

知
ろ
う
と
す
る
者
に
は
厳
罰
を
下

す
。
こ
れ
こ
そ
、
歴
史
上
も
世
界

的
に
も
何
度
も
出
現
し
て
は
、
人

び
と
を
苦
し
め
て
き
た  

“
独
裁

者
の
論
理 
”
で
す
。 

“
国
際
情

勢
の
複
雑
化 

”
と
か 

“
安
保
環

境
の
厳
し
さ 

”
な
ど
は
、
そ
れ
ら

の
真
意
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る

た
め
の 

“
口
実 

”
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
何
を
秘
密
と
す
る
か
、

「
特
定
秘
密
」
に
指
定
す
る
事
項

は
条
文
本
体
に
は
な
く
、
法
案
末

尾
の
「
別
表
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

し
か
し
、「
秘
密
」
の
対
象
・
内

容
が
重
要
な
の
で
、
ま
ず
別
表
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。「
別
表
」
骨
子 

（
１)

防
衛
に
関
す
る
事
項 

自
衛
隊
の
運
用
、
ま
た
は
、
こ

れ
に
関
す
る
見
積
も
り
、
計
画
・

研
究
・
防
衛
に
関
し
収
集
し
た
電

波
情
報
、
画
像
情
報
、
そ
の
他
重

要
な
情
報
。
そ
の
情
報
の
収
集
整

理
、
そ
の
能
力
。
防
衛
力
の
整
備

に
関
す
る
見
積
も
り
、
計
画
・
研

究
・
武
器
・
弾
薬
・
航
空
機
そ
の

他
の
防
衛
用
の
物（
船
舶
を
含
む
）

の
種
類
・
数
量
・
防
衛
用
の
通
信

網
の
構
成
、
通
信
方
法
、
防
衛
用

の
暗
号
、
武
器
・
弾
薬
、
航
空
機

そ
の
他
の
防
衛
用
の
物
。
そ
の
研

「特
定
秘
密
保
護
法
」は
、
こ
ん
な
に
ヤ
バ
イ 

“
何
が
秘
密
？ 

そ
れ
は
秘
密 

” 

“
ど
こ
ま
で
秘
密
？ 

 

ど
こ
ま
で
も 

” 

“
い
つ
ま
で
秘
密 

？ 

い
つ
ま
で
も 

” 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

賛
助
会
員
（
寄
稿
） 
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究
開
発
段
階
の
も
の
の
仕
様
・
性

能
・
使
用
方
法
、
武
器
・
弾
薬
、

航
空
機
そ
の
他
の
防
衛
用
の
物
。

そ
の
研
究
開
発
段
階
の
も
の
の
製

作
・
検
査
・
試
験
の
方
法
。
防
衛

用
の
施
設
の
設
計
・
性
能
・
内
部

の
用
途
。 

（
２)

外
交
に
関
す
る
事
項 

イ
、
外
国
政
府
、
国
際
機
関
と
の

交
渉
・
協
力
の
方
針
・
内
容
の
う

ち
、国
民
の
生
命
・
身
体
の
保
護
、

領
域
保
全
、
そ
の
他
の
安
全
保
障

に
関
す
る
重
要
な
も
の
。 

ロ
、
安
全
保
障
の
た
め
に
実
施
す

る
、
貨
物
の
輸
出
入
の
禁
止
、 

そ
の
他
の
措
置
、
方
針
。 

ハ
、安
全
保
障
に
関
し
収
集
し
た
、

条
約
・
国
際
約
束
に
基
づ
き
保
護

が
必
要
な
情
報
、
そ
の
他
の
重
要

な
情
報
。 

ニ
、
そ
の
情
報
の
収
集
整
理
・ 

能
力
。 

ホ
、
外
務
省
本
省
と
在
外
公
館
の

間
の
通
信
、
そ
の
他
の
外
交
用
暗

号
。 

（
３)

特
定
有
害
活
動
＊
の
防
止

に
関
す
る
事
項 

＊
「
公
に
な
っ
て
い
な
い
情
報
の

う
ち
、
そ
の
漏
え
い
が
我
が
国
の

安
全
保
障
に
支
障
を
与
え
る
お
そ

れ
が
、
あ
る
も
の
を
取
得
す
る
た

め
の
活
動
と
、
核
兵
器
・
軍
用
化

学
製
剤
・
細
菌
製
剤
、
そ
の
散
布

装
置
、
運
搬
で
き
る
ロ
ケ
ッ
ト
・

無
人
航
空
機
、
そ
の
開
発
・
製
造
・

使
用
・
貯
蔵
に
用
い
ら
れ
る
お
そ

れ
が
、
特
に
大
き
い
物
の
輸
出
入

活
動
で
、
外
国
の
利
益
を
図
る
目

的
で
行
わ
れ
、
か
つ
、
我
が
国
と

国
民
の
安
全
を
著
し
く
害
し
、
又

は
、害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
」

（
第
１２
条
） 

イ
、
特
定
有
害
活
動
に
よ
る
、
被

害
の
発
生
・
拡
大
の
防
止
の
た
め

の
措
置
・
計
画
・
研
究
。 

ロ
、
特
定
有
害
活
動
の
防
止
に
関

し
、
収
集
し
た
外
国
政
府
、
国
際

機
関
か
ら
の
情
報
、
そ
の
他
の
重

要
な
情
報
。 

ハ
、
そ
の
情
報
の
収
集
整
理
・
能
力
。 

ニ
、
特
定
有
害
活
動
の
、
防
止
用

の
暗
号 

（
４)

テ
ロ
リ
ズ
ム
＊
＊
の
防
止

に
関
す
る
事
項 

＊
＊
「
政
治
上
、
そ
の
他
の
主
義

主
張
に
基
づ
き
、
国
家
や
他
人
に

強
要
し
又
は
、
社
会
に
不
安
・
恐

怖
を
与
え
る
目
的
で
人
を
殺
傷
し
、

又
は
、
重
要
な
施
設
、
そ
の
他
の

物
を
破
壊
す
る
た
め
の
活
動
」（
第

１２
条
）。
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
、

被
害
の
発
生
・
拡
大
の
防
止
の
た

め
の
措
置
・
計
画
・
研
究
・
テ
ロ

リ
ズ
ム
の
防
止
に
関
し
、
収
集
し

た
外
国
政
府
、
国
際
機
関
か
ら
の

情
報
、
そ
の
他
の
重
要
な
情
報
。

そ
の
情
報
の
収
集
整
理
、
能
力
。

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
用
の
暗
号
。 

〈 

問
題
点 

〉 

（
１)

「
防
衛
に
関
す
る
事
項
」
に

つ
い
て 

① 
防
衛
省
が
公
表
、
ま
た
は
、
宣

伝
す
る
も
の
以
外
は
、
す
べ
て
の

情
報
を
「
特
定
秘
密
」
に
指
定
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
オ
ス
プ
レ
イ
や
無
人
機
の
仕

様
や
性
能
、
使
用
方
法
な
ど
は
、

米
国
で
は
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
自
衛
隊
が
導
入

し
よ
う
と
し
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ

や
無
人
機
は
、 

“
自
衛
隊
独
自
の

仕
様
や
性
能
だ 

”
と
し
て
、「
特

定
秘
密
」
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

も
な
る
で
し
ょ
う
。 

そ
の
「
運
用
」
も
明
ら
か
に
さ

れ
な
け
れ
ば
、
住
民
や
自
治
体
に

よ
る 

“
生
命
、
身
体
の
保
護 

”

も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

② 

ま
た
、「
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ

た
自
衛
隊
の
装
備
や
収
集
し
た
現

地
の
事
情
な
ど
広
範
な
情
報
」
と

い
う
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
防
衛
省

防
衛
政
策
局
次
長
は
、「
一
般
論
と

し
て
（
特
定
秘
密
に
）
該
当
す
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
（
１１
・
８
衆
院
特
別
委
）。 

 

そ
う
な
れ
ば
、
２
０
０
８
年
４

月
に
名
古
屋
高
裁
が
イ
ラ
ク
で
の

空
輸
活
動
を
憲
法
違
反
と
判
断
し

た
よ
う
な
こ
と
も
、こ
れ
か
ら
は
、



ＱＳＫ １９９７年 ９月 １８日  第 三 種 郵便物承認  通 巻 ４８２６号  ２０１３年 １２月 ２７日  発 行 （日 刊 ）  

 - 6 - 

刑
事
罰
を
伴
っ
て
実
態
が
隠
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

③ 

２
０
０
７
年
に
は
、防
衛
省
と

陸
自
の
情
報
保
全
隊
が
、
自
衛
隊

の
イ
ラ
ク
派
兵
に
反
対
す
る
、
平

和
団
体
や
個
人
を
監
視
し
、
調
査

報
告
書
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内

部
文
書
に
は
、
４１
都
道
府
県
の
２

８
９
団
体
・
個
人
の
活
動
状
況
や

写
真
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

守
屋
事
務
次
官
（
当
時
）
は
、

「
防
衛
省
設
置
法
に
基
づ
く
調

査
・
研
究
だ
」
と
強
弁
し
、
久
間

大
臣
（
同
）
は
、「
マ
ス
コ
ミ
の
取

材
の
場
合
は
良
く
て
、
自
衛
隊
な

ら
ダ
メ
だ
と
い
う
法
律
の
根
拠
は

な
い
」
と
居
直
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
思
想
・
良
心
の
自

由
や
集
会
・
結
社
の
自
由
を
侵
害

す
る
自
衛
隊
の
活
動
実
態
や
文
書

も
、「
特
定
秘
密
」
に
指
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

（
２)

「
外
交
に
関
す
る
事
項
」

に
つ
い
て 

① 

「
外
国
政
府
、
国
際
機
関
と
の

交
渉
、
協
力
の
方
針
、
内
容
の
う

ち
・
・
そ
の
他
の
安
全
保
障
に
関

す
る
重
要
な
も
の
」
と
か
、「
安
全

保
障
の
た
め
に
実
施
す
る
・
・
そ

の
他
の
措
置
、
方
針
」、「
安
全
保

障
に
関
し
収
集
し
た
・
・
そ
の
他

の
重
要
な
情
報
」
な
ど
、 

“
そ
の

他 

” 

が
い
く
つ
も
あ
り
、
何
で

も
「
特
定
秘
密
」
に
指
定
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

② 
１
９
７
１
年
の
沖
縄
返
還
協

定
で
は
、
米
国
が
接
収
し
た
土
地

を
戻
す
原
状
回
復
費
用
は
、
米
国

が
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
裏
で
は
日
本
側
ア
が
負
担

す
る
密
約
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。 

そ
れ
を
報
道
し
た
、
毎
日
新
聞

の
記
者
・
西
山
太
吉
さ
ん
は
、
女

性
事
務
官
に
秘
密
漏
え
い
を  

“
教
唆 

”
し
た
と
し
て
逮
捕
、
起

訴
さ
れ
、
有
罪
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
時
の
佐
藤
首
相
は
、

沖
縄
返
還
を 

“
核
抜
き
、
本
土
並

み 

”
と
宣
伝
し
ま
し
た
が
、
実
は

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と
「
緊
急
事
態

の
際
は
、（
沖
縄
に
）
核
を
持
ち
込

む
権
利
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う

秘
密
文
書
ま
で
交
わ
し
て
い
ま
し

た
。
安
倍
首
相
は
、
官
房
長
官
時

代
に
、「
密
約
は
一
切
、
存
在
し
な

い
と
い
う
の
が
政
府
の
立
場
だ
」

と
言
い
続
け
ま
し
た
。 

③ 

岡
田
内
閣
府
副
大
臣
は
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）

な
ど
の
交
渉
方
針
や
内
容
も  

“
安
全
保
障
に
関
す
る
重
要
事

項 

” 

に
該
当
す
る
可
能
性
に
言

及
し
、「
特
定
秘
密
」
に
指
定
す
る

こ
と
も
あ
り
う
る
と
の
答
弁
を
し

ま
し
た
。（
１１
・
１
衆
院
特
別
委
） 

こ
れ
で
は
、
私
た
ち
の
経
済
生

活
や
社
会
、そ
し
て
国
際
関
係
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
実
際
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

（
３)
「
特
定
有
害
活
動
の
防
止

に
関
す
る
事
項
」
に
つ
い
て 

①  

“
我
が
国
の
安
全
保
障
に
支

障
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報

を
取
得
す
る
た
め
の
活
動  

“
と

い
う
「
特
定
有
害
活
動
」
の
定
義

は
、あ
ま
り
に
漠
然
と
し
て
い
て
、

防
衛
・
外
務
官
僚
や
警
察
（
警
察

庁
や
都
道
府
県
の
公
安
警
察
）
の

恣
意
的
な
適
用
が
い
く
ら
で
も
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
元
Ｃ
Ｉ

Ａ
職
員
の
ス
ノ
ー
デ
ン
氏
が
暴
露

し
た
米
国
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
外
国
政

府
・
首
脳
に
対
す
る
不
法
不
当
な

盗
聴
は
、 

“
米
国
の
安
全
保
障
の

た
め
の
活
動 

”
と
さ
れ
、
そ
れ
を

明
ら
か
に
し
た
彼
の
方
が
“
犯
罪

者 

”と
さ
れ
て
い
る
の
が
典
型
例

で
す
。 

 

お
わ
り
に 

 

続
き
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ

プ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
是

非
、
ご
覧
下
さ
い
。「
特
定
秘
密
保

護
法
」
は
、
強
行
採
決
去
れ
ま
し

た
が
、
決
し
て
許
し
て
は
な
ら
な

い
暴
挙
で
す
。
こ
れ
ら
の
政
権
の

「
暴
走
・
変
局
」
に
抗
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

以
上 
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は
じ
め
に 

去
る
９
月
２５
日
に
、
知
的
障
害

者
等
の
「
累
犯
障
害
者
」
の
更
生

の
た
め
、
福
祉
の
専
門
家
ら
が
支

援
す
る
「
司
法
福
祉
支
援
セ
ン
タ

ー
」が
長
崎
市
に
発
足
し
ま
し
た
。 

事
務
局
を
同
市
内
に
置
き
職
員

２
人
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。 

運
営
主
体
は
、
社
会
福
祉
法
人

「
南
高
愛
隣
会
」
（
長
崎
県
雲
仙

市
）
で
す
。
全
国
初
の
国
の
モ
デ

ル
事
業
で
捜
査
や
公
判
段
階
で
の

支
援
を
行
い
ま
す
。 

今
ま
で
は
、
福
祉
の
支
援
を
受

け
ら
れ
な
い
ま
ま
犯
罪
を
繰
り
返

す
障
害
者
や
高
齢
者
を
、
福
祉
や

地
域
社
会
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
「
地
域
生
活
定
着
支

援
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

出
所
後
の
障
害
者
や
高
齢
者
の

再
犯
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
裁
判
か

ら
矯
正
施
設
と
い
っ
た
、
繋
ぎ
目

で
福
祉
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。 

ま
た
、
長
崎
セ
ン
タ
ー
内
の
組

織
で
、「
障
が
い
者
審
査
委
員
会
」

が
２
０
１
２
年
６
月
に
発
足
し
ま

し
た
。
最
高
検
察
庁
・
長
崎
地
方

検
察
庁
と
南
高
愛
隣
会
な
ど
が
協

議
し
て
全
国
に
先
駆
け
て
発
足
し

た
の
で
す
。
検
察
が
起
訴
す
る
前

の
段
階
、
障
害
が
あ
る
被
疑
者
に

ど
ん
な
処
分
が
ふ
さ
わ
し
い
か
の

判
断
材
料
を
提
供
す
る
の
が
目
的

で
す
。
審
査
委
員
会
の
構
成
員
は

医
師
や
社
会
福
祉
士
な
ど
専
門
家

が
検
察
側
や
弁
護
士
に
提
言
し
て

き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
捜
査
や
公
判
段
階
に

あ
る
障
害
者
の
審
査
件
数
が
増
え

た
た
め
、
こ
の
部
門
を
今
回
発
足

し
た「
司
法
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
担
い
、
出
所
後
の
支
援
を
「
地

域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

そ
れ
で
は
、
累
犯
障
害
者
に
対

す
る
刑
事
司
法
の
歩
み
を
追
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

累
犯
障
害
者
と
は 

刑
法
の
い
う
累
犯
と
は
、
懲
役

刑
の
刑
期
を
終
え
て
５
年
以
内
に
、

再
び
懲
役
刑
が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪

を
行
う
こ
と
を
い
い
そ
の
時
に
は

刑
期
の
上
限
が
２
倍
に
な
り
ま
す

（
刑
法
第
５６
～
５７
条
）。
累
犯
者

の
刑
が
重
く
処
罰
さ
れ
る
の
は
、

一
度
刑
罰
を
科
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
改
悛
せ
ず
に
犯
罪
を
重

ね
て
お
り
、
そ
れ
故
に
前
の
刑
罰

の
効
果
が
十
分
で
は
な
く
初
犯
者

よ
り
も
強
い
責
任
非
難
が
加
え
ら

れ
る
か
ら
で
す
。
累
犯
に
は
、
再

犯
と
そ
れ
以
上
の
３
犯
以
上
が
あ

り
ま
す
。
累
犯
障
害
者
と
は
、
罪

を
犯
す
虞
（
お
そ
れ
）
が
あ
り
犯

罪
を
繰
り
返
す
障
害
者
を
指
し
ま

す
。
最
近
の
犯
罪
情
勢
に
お
い
て

は
、
再
犯
を
問
題
視
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

特
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
犯

罪
や
再
犯
が
顕
著
で
す
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、彼
ら
に
と
っ
て「
監

獄
」
と
い
わ
れ
る
場
所
は
、
刑
務

所
の
中
よ
り
も
、
む
し
ろ
塀
の
外

の
社
会
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
累
犯
障
害
者
に
「
刑
事

訴
訟
法
」
の
規
定
す
る
訴
訟
能
力

や
受
刑
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
か

ど
う
か
は
、
極
め
て
疑
わ
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
身
元
引

受
人
や
受
け
入
れ
先
も
な
く
、
ま

た
自
力
で
再
就
職
し
生
活
の
基
盤

を
作
る
こ
と
も
困
難
な
た
め
、
刑

務
所
に
入
ら
な
け
れ
ば
生
き
る
こ

と
す
ら
危
ぶ
ま
れ
、
検
察
官
や
裁

判
官
も
や
む
を
得
ず
受
刑
さ
せ
て

い
る
感
も
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。 

刑
務
所
が
彼
ら
に
と
っ
て
「
最

後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
な

刑
事
手
続
と
福
祉
支
援
の
連
携 

文
化
体
育
部
長 

久
保 

親
志 
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っ
て
い
る
実
態
が
示
す
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
だ
と
思
い
ま
す
。
同
じ

く
、
知
的
障
害
者
の
犯
罪
や
再
犯

も
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
ま

で
「
等
閑
視
」（
な
お
ざ
り
に
）
さ

れ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０

０
１
年
に
秘
書
給
与
流
用
の
罪
で

実
刑
判
決
を
受
け
黒
羽
刑
務
所
に

収
監
さ
れ
、
受
刑
中
に
「
障
害
者

の
世
話
係
り
」
を
担
当
す
る
と
い

う
経
験
を
ふ
ま
え
、
実
際
に
累
犯

障
害
者
と
共
に
４
３
３
日
に
及
ん

だ
獄
中
で
生
活
を
送
っ
た
。
元
衆

議
院
議
員
の
山
本
譲
司
氏
が
、
出

所
後
に
自
身
の
体
験
談
と
そ
の
後

の
追
跡
調
査
な
ど
か
ら
獄
中
生
活

を
綴
っ
た
『
獄
窓
記
』
を
は
じ
め

『
続
・
獄
窓
記
』『
累
犯
障
害
者
』

が
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
の
で
す
。 

 

こ
の
著
書
を
き
っ
か
け
に
、
マ

ス
コ
ミ
等
で
も
頻
繁
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、「
累
犯
障
害
者
」
の
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
こ
と
は
み

な
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。 

冤
罪
と
誤
判
の
問
題 

更
に
、知
的
障
害
者
の
冤
罪（
え

ん
ざ
い
）事
件
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。 

２
０
０
４
年
、
強
盗
事
件
で
誤

認
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
、
公
判
中
に

真
犯
人
が
現
れ
無
罪
と
な
っ
た
重

度
知
的
障
害
の
あ
る
宇
都
宮
市
の

Ｙ
さ
ん
の
「
宇
都
宮
事
件
」
が
あ

り
。
１
９
９
０
年
、
栃
木
県
足
利

市
で
女
児
が
行
方
不
明
に
な
り
、

翌
朝
、
遺
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ

た
事
件
で
犯
人
と
さ
れ
て
服
役
し

て
い
た
軽
度
の
知
的
障
害
の
Ｓ
さ

ん
と
、
遺
留
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
が
一

致
し
な
い
こ
と
が
２
０
０
９
年
、

再
鑑
定
に
よ
り
判
明
し
、
冤
罪
で

あ
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
そ
の
後
、

再
審
で
無
罪
が
確
定
し
た
「
足
利

事
件
」
が
あ
り
ま
す
。
何
故
に
、

知
的
障
害
者
に
冤
罪
が
起
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。 

２
０
０
９
年
に
大
阪
で
起
き
た
、

知
的
障
害
者
に
よ
る
放
火
事
件
を

取
材
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
江

川
紹
子
氏
は
、「
記
憶
力
は
す
ご
く

良
い
。
し
か
し
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
と
、
イ
エ
ス
と
ノ
ー
で
は

答
え
ら
れ
な
い
複
雑
な
質
問
が
苦

手
」
と
そ
の
特
性
を
示
し
た
う
え

で
、「『
お
前
が
火
を
つ
け
た
ん
だ

よ
な
』
と
聞
か
れ
る
と
『
は
い
』

と
言
っ
て
し
ま
う
」
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
冤

罪
や
誤
判
が
あ
る
故
に
、
取
調
べ

の
可
視
化
が
必
要
な
の
で
す
。
し

か
も
そ
れ
は
後
で
プ
ロ
セ
ス
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
「
全
面
的
な
可

視
化
」
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い

と
思
い
ま
す
。
知
的
障
害
に
よ
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に

問
題
が
あ
る
被
疑
者
に
つ
い
て
、

取
調
べ
を
録
音
・
録
画
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
法
務
省
と
検
察
庁

に
強
く
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

司
法
と
福
祉
の
架
け
橋 

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
累
犯

障
害
者
の
問
題
が
、「
厚
生
労
働
科

学
研
究
」
を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ

い
ろ
な
調
査
研
究
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
犯

罪
の
増
加
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ

の
現
象
が
、
私
た
ち
に
、
提
起
し

て
い
る
の
は
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

が
い
か
に
し
て
社
会
復
帰
を
め
ざ

す
か
と
い
う
「
更
生
」
の
環
境
作

り
と
、
罪
の
背
景
に
対
す
る
問
題

で
す
。
犯
罪
の
要
因
に
は
そ
れ
を

引
き
起
こ
し
た
人
た
ち
の
社
会
的

問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
解
決
す
る
こ
と
な
く
、「
罪
」
と

そ
れ
に
対
す
る
「
刑
罰
」
に
重
き

を
お
く
我
が
国
の
刑
事
司
法
の
仕

組
み
が
、
結
果
と
し
て
再
犯
を
防

げ
ず
、
犯
罪
を
繰
り
返
す
累
犯
障

害
者
や
高
齢
者
犯
罪
の
増
加
を
生

ん
で
来
た
と
い
え
ま
す
。 

今
こ
そ
、
司
法
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
「
更
生
」
と
社
会
復
帰
を
中
心

に
据
え
た
、
福
祉
と
の
連
携
に
よ

る
新
た
な
司
法
の
あ
り
方
で
す
。

繰
り
返
し
ま
す
が
、
罪
を
犯
し
た

障
害
者
や
高
齢
者
の
社
会
復
帰
へ
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の
道
は
、
矯
正
施
設
退
所
後
に
福

祉
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
、「
地
域
生

活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
１
月

に
長
崎
で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
開

設
さ
れ
、
そ
の
後
、
全
国
に
広
が

っ
た
の
で
す
。
司
法
と
福
祉
の
連

携
に
よ
り
、
刑
務
所
を
出
所
し
た

高
齢
者
や
障
害
者
の
社
会
復
帰
の

福
祉
的
支
援
を
行
う
、「
地
域
生
活

定
着
支
援
事
業
」
も
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
全
都
道
府
県
が
支

援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

司
法
の
場
も
少
し
ず
つ
「
指
定
更

生
保
護
施
設
」
へ
の
福
祉
職
を
配

置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。 

他
方
で
、
矯
正
施
設
で
の
処
遇

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
な
じ
め
な
い

「
発
達
障
害
等
」
の
多
様
な
障
害

の
あ
る
人
た
ち
や
、
薬
物
使
用
と

い
う
２
次
的
障
害
の
あ
る
「
薬
物

犯
罪
者
」
に
対
す
る
再
犯
防
止
に

向
け
た
法
的
整
備
は
、
不
十
分
の

ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
彼

ら
の
確
か
な
「
更
生
」
に
少
し
で

も
近
づ
く
た
め
に
は
、
人
生
そ
の

も
の
を
支
援
す
る
「
福
祉
」
と
の

協
働
体
制
と
、
そ
れ
を
取
り
入
れ

た
「
司
法
」
の
新
た
な
仕
組
み
を

い
か
に
構
築
す
る
の
か
が
、
大
き

な
鍵
を
握
っ
て
く
る
の
で
す
。 

私
は
、
刑
事
政
策
と
社
会
政
策

の
連
携
こ
そ
、
司
法
と
福
祉
の
狭

間
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
現
在
、
社
会
福
祉
士
や

精
神
保
健
福
祉
士
が
刑
事
施
設
に

配
置
さ
れ
、
刑
務
所
内
で
、
特
に

高
齢
の
受
刑
者
や
障
害
の
あ
る
受

刑
者
に
対
し
て
、
出
所
後
の
福
祉

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
、
累
犯
者
を
生
ま
な

い
た
め
の
良
い
施
策
だ
と
思
い
ま

す
。
更
に
、
冤
罪
を
作
ら
な
い
た

め
に
、
司
法
関
係
者
（
警
察
官
及

び
刑
務
官
等
）
に
対
す
る
障
害
に

関
す
る
理
解
を
深
め
る
研
修
を
行

う
べ
き
で
す
。 

い
わ
ゆ
る
、
福
祉
事
業
所
の
利

用
を
、
適
切
な
監
督
と
指
導
を
受

け
な
が
ら
地
域
社
会
で
更
生
を
図

る
「
社
会
内
処
遇
」
と
呼
ば
れ
る

刑
事
処
分
に
す
る
こ
と
を
学
ぶ
の

で
す
。
こ
の
事
業
の
制
度
化
が
、

累
犯
障
害
者
が
更
生
し
て
社
会
復

帰
を
な
し
犯
罪
に
手
を
染
め
な
い

と
い
う
実
効
性
を
持
っ
た
も
の
に

な
る
と
考
え
ま
す
。 

 

お
わ
り
に 

累
犯
障
害
者
の
問
題
が
世
に
問

わ
れ
て
早
や
十
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
刑
務
所
が
彼
ら
に

と
っ
て
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
る
実
態
。
彼
ら
を

支
え
る
べ
き
「
福
祉
」
の
貧
困
。

「
罪
」
に
対
す
る
「
刑
罰
」
に
重

き
を
置
い
た
社
会
復
帰
に
至
る
過

程
を
重
視
し
な
い
刑
事
司
法
の
あ

り
方
が
問
題
で
す
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
近
年
増
加
す
る
高
齢
者
の

犯
罪
に
お
い
て
も
、
同
様
の
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
反
省
の
上
に
立
ち
、
現
在
「
司

法
」
と
「
福
祉
」
が
連
携
し
た
新

た
な
施
策
や
取
り
組
み
が
次
々
と

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

８
月
２５
日
、「
障
害
が
あ
る
人

が
逮
捕
さ
れ
て
か
ら
社
会
復
帰
す

る
ま
で
、
弁
護
士
が
定
期
的
に
面

会
し
た
り
、
法
的
な
手
続
き
を
代

行
す
る
な
ど
継
続
し
て
支
援
す
る

『
寄
り
添
い
弁
護
士
』
と
い
う
厚

生
労
働
省
の
モ
デ
ル
事
業
が
始
ま

る
見
通
し
に
な
っ
た
」、と
長
崎
新

聞
が
報
じ
ま
し
た
。 

こ
の｢

寄
り
添
い
弁
護
士
制
度｣

が
、
犯
罪
を
繰
り
返
す
「
累
犯
障

害
者
」
の
更
生
と
社
会
復
帰
の
具

体
的
な
支
援
策
と
な
る
よ
う
に
期

待
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 

 

参
考
文
献
＝
山
本
譲
司
著
『
極
窓

記
』
新
潮
文
庫
、
山
本
譲
司
著
『
累

犯
障
害
者
』
新
潮
文
庫
、
厚
生
労

働
科
学
研
究
報
告
書
『
罪
を
犯
し

た
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
に
関

す
る
研
究
』。 
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１０
月
５
日
（
土
）
に
門
司
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
相
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
他
地
区
は
、

年
度
当
初
に
は
、
計
画
が
決
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
北
九
州
地

区
は
計
画
の
立
ち
上
げ
が
遅
く
、

市
政
だ
よ
り
で
の
広
報
を
考
え
る

と
１０
月
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う

日
程
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

会
場
は
、
門
司
地
区
で
身
障
協

会
の
活
動
を
し
て
い
る
、
土
井
氏

に
申
し
込
み
を
し
て
も
ら
い
、
私

は
広
報
担
当
で
す
。
早
速
、
新
聞

社
や
放
送
関
係
に
、
広
報
依
頼
の

文
書
を
送
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
市
内
の
脊
損
者
が
利
用

し
て
い
る
よ
う
な
、
病
院
関
係
へ

も
案
内
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
市
民
の
目
に
い
ち
ば

ん
届
き
や
す
い
、
市
政
だ
よ
り
へ

の
掲
載
依
頼
で
す
。
市
政
だ
よ
り

の
掲
載
は
、
市
の
障
害
福
祉
課
を

通
し
て
依
頼
す
る
の
が
決
ま
り
で

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
市
の

事
業
や
市
民
活
動
に
関
す
る
こ
と

で
す
か
ら
担
当
窓
口
を
通
し
ま
す
。 

窓
口
担
当
者
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
了
解
を
得
ま
し
た
が
担
当
者

か
ら
「
年
２
回
や
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
掲
載
は
１
回
し
か
で
き
ま

せ
ん
よ
」
と
い
う
言
葉
が
。
若
干

逡
巡
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
掲
載

に
決
断
を
し
、お
願
い
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
後
日
、
掲
載
が
１
週

間
前
に
し
か
で
き
な
い
が
、
ど
う

す
る
か
？
と
の
問
い
合
わ
せ
。 

ま
た
ま
た
、
迷
い
ま
し
た
が
掲

載
を
決
断
。
む
か
し
、
昔
、
ま
だ

私
が
若
か
か
っ
た
頃
、
恋
人
の
も

と
へ
心
逸
り
行
く
道
す
が
ら
、
ど

ち
ら
を
通
っ
て
も
行
け
る
道
を
、 

一
瞬
迷
い
な
が
ら
の
選
択
を
２
度

し
て
、
お
ま
わ
り
さ
ん
の
い
る
場

所
へ
行
っ
た
経
験
を
ふ
と
思
い
出

し
ま
し
た
。閑
話
休
題
。そ
し
て
、

当
日
は
生
憎
の
雨
。
会
員
さ
ん
か

ら
、
会
費
を
持
っ
て
行
く
か
ら
と

連
絡
は
あ
っ
た
も
の
の
、
事
前
の

申
し
込
み
が
な
く
、
は
た
し
て
相

談
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
不
安

を
抱
え
な
が
ら
、
学
習
セ
ン
タ
ー

の
部
屋
を
整
え
ま
し
た
。
天
候
の

不
順
で
、
予
定
し
て
い
た
相
談
役

の
会
員
さ
ん
か
ら
、
体
調
不
良
で

欠
席
の
連
絡
が
あ
り
、
会
場
に
一

人
で
待
機
。
お
昼
少
し
前
に
、
会

費
を
持
っ
て
会
員
さ
ん
が
来
て
く

れ
ま
し
た
。
日
頃
の
生
活
の
事
や

災
害
時
の
事
、
実
際
に
自
宅
に
通

じ
る
道
の
が
け
崩
れ
で
、
自
宅
か

ら
出
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
と

話
す
機
会
が
少
な
い
の
で
、
貴
重

な
時
間
で
し
た
。午
後
に
な
っ
て
、

所
用
を
済
ま
せ
た
土
井
氏
が
駆
け

つ
け
て
き
ま
し
た
が
、
相
談
者
は

来
ま
せ
ん
。
終
了
予
定
時
間
を
１

時
間
早
め
て
、
相
談
会
を
終
了
し

ま
し
た
。
終
了
後
、
門
司
港
に
来

た
時
に
、
時
々
寄
っ
て
い
る
、
た

こ
焼
き
屋
さ
ん
へ
。
関
門
蛸
を
つ

か
っ
た
、
美
味
し
い
た
こ
焼
き
で

す
。
今
か
ら
焼
く
か
ら
、
少
し
時

間
か
か
る
と
の
こ
と
。 

「
ど
う
し
て
門
司
港
へ
。」 

「
相
談
会
を
し
た
け
ど
、
誰
も
来

な
か
っ
た
。」 

「
そ
れ
は
い
い
こ
と
で
す
ね
。
」

「
？
」 

「
う
ち
の
主
人
も
車
椅
子
を
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
。
車

椅
子
は
高
い
で
す
ね
～
。」 

「
い
ま
、
ど
う
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
か
？
」 

「
単
身
赴
任
し
て
い
ま
す
。」 

「
ど
ち
ら
へ
」 

、「
上
へ
」 

「
？
」 

 

ふ
た
つ
の
「
？
」
が
、
未
だ
解

決
し
ま
せ
ん
。
誰
か
、
教
え
て
く

だ
さ
い
。 

福
脊
連
相
談
会 

北
九
州
支
部 

 

北
九
州
支
部 

白
川 

長
廣 
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「
第
３
次
障
害
者
基
本
計
画
」

に
関
す
る
障
害
者
政
策
委
員

会
（
第
８
回
）
議
事
次
代
「
参

考
資
料
２
」
よ
り 

 

（
平
成
２５
年
１１
月
１１
日
） 

  

前
号
の
続
き
で
す
。 

 

こ
の
基
本
計
画
で
は
、
こ
の
よ

う
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
害

者
を
、
必
要
な
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
自
ら
の
決
定
に
基
づ
き
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
参
加
す
る
主

体
と
し
て
と
ら
え
、
障
害
者
が
自

ら
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
自
己

実
現
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と

も
に
、障
害
者
の
活
動
を
制
限
し
、

社
会
へ
の
参
加
を
制
約
し
て
い
る

社
会
的
な
障
壁
を
除
去
す
る
た
め
、

政
府
が
取
り
組
む
べ
き
障
害
者
施

策
の
基
本
的
な
方
向
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。 

 

２
．
基
本
原
則 

 

上
記
の
と
お
り
、
障
害
者
を
必

要
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
自
ら

の
決
定
に
基
づ
き
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
活
動
に
参
加
す
る
主
体
と
し
て

と
ら
え
、
政
府
は
、
障
害
者
基
本

法
第
３
条
か
ら
第
５
条
に
規
定
さ

れ
る
以
下
の
基
本
原
則
に
の
っ
と

り
、
上
記
の
理
念
の
実
現
に
向
け

た
障
害
者
の
自
立
及
び
、
社
会
参

加
の
支
援
等
の
た
め
の
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
。 

 
（
１
）
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生

等
（
障
害
者
基
本
法
第
３
条
） 

 

障
害
者
施
策
は
、
全
て
の
障
害

者
が
、
障
害
者
で
な
い
者
と
平
等

に
、
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
個

人
と
し
て
、
そ
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ

ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い

生
活
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す

る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
以
下

の
事
項
を
旨
と
し
て
図
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

① 

全
て
障
害
者
は
、社
会
を
構
成

す
る
一
員
と
し
て
社
会
、
経
済
、

文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
に
参
加
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
。 

② 

全
て
障
害
者
は
、可
能
な
限
り
、

ど
こ
で
誰
と
生
活
す
る
か
に
つ
い

て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
、

地
域
社
会
に
お
い
て
他
の
人
々
と

共
生
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い

こ
と
。 

③ 

全
て
障
害
者
は
、可
能
な
限
り
、

言
語
（
手
話
を
含
む
。）
そ
の
他
の

意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
に
つ
い

て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る

と
と
も
に
、
情
報
の
取
得
又
は
、

利
用
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
の

選
択
の
機
会
の
拡
大
が
図
ら
れ
る

こ
と
。 

 

（
２
）
差
別
の
禁
止
（
障
害
者
基

本
法
第
４
条
） 

 

障
害
者
の
活
動
を
制
限
し
、
社

会
へ
の
参
加
を
制
約
す
る
、
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
そ
の
他
の
権

利
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
が
禁
止

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

ま
た
、
障
害
の
あ
る
者
が
、
日

常
生
活
又
は
、
社
会
生
活
を
営
む

上
で
の
制
約
と
な
っ
て
い
る
社
会

的
障
壁
に
つ
い
て
は
、
そ
の
除
去

を
必
要
と
し
て
い
る
障
害
者
が
現

に
存
在
し
、
か
つ
、
そ
の
実
施
に

伴
う
負
担
が
過
重
で
な
い
場
合
は
、

そ
れ
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ
て
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
そ
の
他
の
権

利
利
益
の
侵
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、

そ
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
必
要

か
つ
合
理
的
な
配
慮
が
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

な
お
、
前
述
の
と
お
り
、
以
上

に
掲
げ
た
障
害
者
基
本
法
第
４
条

の
「
差
別
の
禁
止
」
の
基
本
原
則

を
具
体
化
す
る
た
め
、
障
害
者
差

別
解
消
法
が
制
定
さ
れ
る
と
と
も

に
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
障
害

者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
。
昭
和
３５

年
法
律
第
１
２
３

号
）
が
改
正
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
に
基
づ
き
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
に
向
け
た
取
組
を
進

め
る
（Ⅲ

．
を
参
照
。）。 
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（
３
）
国
際
的
協
調
（
障
害
者
基

本
法
第
５
条
） 

 

障
害
者
施
策
は
、
障
害
者
の
自

立
及
び
、
社
会
参
加
の
支
援
等
の

た
め
の
施
策
が
国
際
社
会
に
お
け

る
取
組
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
際
的
な
協

調
の
下
に
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。
前
述
の
と
お
り
、
我

が
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
障

害
者
権
利
条
約
の
締
結
に
向
け
た

国
内
法
の
整
備
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
、
本
基
本
計
画
の
対
象
期
間

中
の
で
き
る
限
り
早
期
に
同
条
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

所
要
の
手
続
を
進
め
る
。 

 

３
．
各
分
野
に
共
通
す
る
、
横
断

的
視
点 

 

（
１
）
障
害
者
の
自
己
決
定
の
尊

重
及
び
、
意
思
決
定
の
支
援 

 

障
害
者
を
施
策
の
客
体
で
は
な

く
、必
要
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

自
ら
の
決
定
に
基
づ
き
社
会
に
参

加
す
る
主
体
と
し
て
と
ら
え
、
障

害
者
施
策
の
策
定
及
び
、
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
障
害
者
及
び
、
障

害
者
の
家
族
等
の
関
係
者
の
意
見

を
聴
き
、そ
の
意
見
を
尊
重
す
る
。 

 

障
害
者
の
政
策
決
定
過
程
へ
の

参
画
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
国

の
審
議
会
等
の
委
員（
臨
時
委
員
、

特
別
委
員
及
び
、
専
門
委
員
を
含

む
。）
の
選
任
に
当
た
っ
て
は
、
障

害
者
の
委
員
の
選
任
に
配
慮
す
る
。 

 
特
に
、
障
害
者
施
策
を
審
議
す

る
国
の
審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、

障
害
種
別
等
に
も
配
慮
し
、
障
害

者
の
委
員
へ
の
選
任
を
行
う
。 

 

そ
の
際
、
障
害
者
で
あ
る
委
員

に
対
す
る
、
障
害
特
性
に
応
じ
た

適
切
な
情
報
保
障
＊
５

等
を
確
保

す
る
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
審
議
会
等
の

会
議
資
料
等
を
始
め
と
す
る
障
害

者
施
策
に
関
す
る
情
報
の
公
開
や

障
害
者
施
策
に
関
連
す
る
命
令
や

計
画
等
に
関
す
る
意
見
募
集
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
は
、
障
害

特
性
に
配
慮
し
て
実
施
す
る
。 

 

あ
わ
せ
て
、
障
害
者
本
人
の
自

己
決
定
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
、

障
害
者
本
人
が
適
切
に
意
思
決
定

を
行
い
、
そ
の
意
思
を
表
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
の
実

施
等
に
よ
る
意
思
決
定
の
支
援
と

と
も
に
、
意
思
疎
通
の
た
め
の
手

段
を
選
択
す
る
機
会
の
提
供
を
促

進
す
る
。 

＊
５ 

障
害
等
に
よ
り
、
情
報
の
取

得
が
困
難
な
者
に
対
し
て
、
代
替

手
段
を
用
い
て
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
。 

 

（
２
）
当
事
者
本
位
の
総
合
的
な

支
援 

 

障
害
者
が
人
生
に
お
け
る
全
段

階
を
通
じ
て
、
適
切
な
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
、
福
祉
、

医
療
、
雇
用
等
の
各
分
野
の
有
機

的
な
連
携
の
下
、
施
策
を
総
合
的

に
展
開
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
。
支
援
に
当
た
っ
て
は
、

障
害
者
基
本
法
第
２
条
の
障
害
者

の
定
義
を
踏
ま
え
、
障
害
者
施
策

が
、
障
害
者
が
日
常
生
活
又
は
社

会
生
活
で
直
面
す
る
困
難
に
着
目

し
て
講
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
こ

と
、
障
害
者
の
支
援
は
障
害
者
が

直
面
す
る
、
そ
の
時
々
の
困
難
の

解
消
だ
け
に
着
目
す
る
の
で
は
な

く
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

の
支
援
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
行

わ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
に
留

意
す
る
。 

 

（
３
）
障
害
特
性
等
に
配
慮
し
た

支
援 

 

障
害
者
施
策
は
、性
別
、年
齢
、

障
害
の
状
態
、
生
活
の
実
態
等
に

応
じ
た
障
害
者
の
個
別
的
な
支
援

の
必
要
性
を
踏
ま
え
て
、
策
定
及

び
、
実
施
す
る
。 

 

特
に
、
女
性
で
あ
る
障
害
者
は

障
害
に
加
え
て
女
性
で
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
更
に
複
合
的
に
困
難
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ

る
こ
と
、
障
害
児
に
は
、
成
人
の

障
害
者
と
は
異
な
る
支
援
の
必
要
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性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
。 

 
ま
た
、
発
達
障
害
＊
６
、
難
病
，

高
次
脳
機
能
障
害
＊
７
、盲
ろ
う
等

に
つ
い
て
、
国
民
の
更
な
る
理
解

の
促
進
に
向
け
た
広
報
・
啓
発
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
施
策
の
充

実
を
図
る
。 

 

さ
ら
に
、
適
切
な
役
割
分
担
の

下
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
団
体

等
と
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
支
援
の
実
施
を
図
る
。 

 

（
４
）
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向

上 

 

障
害
者
基
本
法
第
２
条
に
お
い

て
は
、
障
害
者
を
「
障
害
が
あ
る

者
で
あ
っ
て
、
障
害
と
社
会
的
障

壁
に
よ
り
継
続
的
に
日
常
生
活
又

は
、
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を

受
け
る
状
態
に
あ
る
も
の
」
と
定

義
し
て
お
り
、
障
害
者
が
経
験
す

る
困
難
や
制
限
が
障
害
者
個
人
の

障
害
と
社
会
的
な
要
因
の
双
方
に

起
因
す
る
と
い
う
視
点
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
を
踏

ま
え
、
障
害
者
の
社
会
へ
の
参
加

を
実
質
的
な
も
の
と
し
、
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
し
な
が
ら
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、障
害
者
の
活
動
を
制
限
し
、

社
会
へ
の
参
加
を
制
約
し
て
い
る
、

事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念
等
の

社
会
的
障
壁
の
除
去
を
進
め
、
ソ

フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面
に
わ
た
る

社
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進

し
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
＊
８
の
向

上
を
図
る
。 

 

特
に
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
は
、
障
害
者
の
自
立
又
は
、
社

会
参
加
に
深
刻
な
悪
影
響
を
与
え

る
も
の
で
あ
り
、
社
会
全
体
に
お

い
て
、
そ
の
解
消
に
向
け
た
取
組

が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

 

こ
の
た
め
、
平
成
２５
（
２
０
１

３
）
年
に
制
定
さ
れ
た
、
障
害
者

差
別
解
消
法
及
び
、
平
成
２５
（
２

０
１
３
）
年
に
改
正
さ
れ
た
障
害

者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
き
、
地
方

公
共
団
体
や
障
害
者
団
体
を
始
め

と
す
る
様
々
な
主
体
の
取
組
と
の

連
携
を
図
り
つ
つ
、
事
業
者
・
事

業
主
や
国
民
一
般
の
幅
広
い
理
解

の
下
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。 

 

あ
わ
せ
て
、
社
会
全
体
で
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
、
積
極
的
な
広
報
・
啓
発
活

動
に
努
め
る
と
と
も
に
、
企
業
、

市
民
団
体
等
の
取
組
を
積
極
的
に

支
援
す
る
。 

 

（
５
）
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
取

組
の
推
進 

 

障
害
者
が
、
必
要
な
と
き
に
必

要
な
場
所
で
適
切
な
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
等

と
の
適
切
な
連
携
及
び
、
役
割
分

担
の
下
で
、
障
害
者
施
策
は
立
案

及
び
、
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

ま
た
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

施
策
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
高

齢
者
施
策
、
医
療
関
係
施
策
、
子

ど
も
・
子
育
て
関
係
施
策
、
男
女

共
同
参
画
施
策
等
、
障
害
者
施
策

に
関
係
す
る
他
の
施
策
・
計
画
等

と
の
整
合
性
を
確
保
し
、
総
合
的

な
施
策
の
展
開
を
図
る
。 

 

＊
６ 

平
成
２３
（
２
０
１
１
）
年

に
改
正
さ
れ
た
障
害
者
基
本
法
等

に
お
い
て
は
、「
精
神
障
害
（
発
達

障
害
を
含
む
。）」と
さ
れ
て
い
る
。 

＊
７ 

交
通
事
故
や
病
気
な
ど
に

よ
る
脳
へ
の
損
傷
に
基
づ
く
後
遺

症
に
よ
り
、
記
憶
、
注
意
、
遂
行

機
能
、
社
会
的
行
動
な
ど
の
認
知

機
能
（
高
次
脳
機
能
）
が
障
害
さ

れ
た
状
態
を
指
し
、
器
質
性
精
神

障
害
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。 

＊
８ 

施
設
・
設
備
、
サ
ー
ビ
ス
、

情
報
、
制
度
等
の
利
用
し
や
す
さ

の
こ
と
。 

 Ⅲ
 

分
野
別
施
策
の
基
本
的
方
向 

 

１
．
生
活
支
援 

【
基
本
的
考
え
方
】 
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障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

国
民
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ま
た
、

身
近
な
場
所
に
お
い
て
必
要
な
日

常
生
活
又
は
、
社
会
生
活
を
営
む

た
め
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
社
会
参
加
の
機
会
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
及
び
、
ど
こ
で
誰

と
生
活
す
る
か
に
つ
い
て
の
選
択

の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
旨

と
し
て
、
障
害
者
及
び
障
害
児
が

基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
個
人
と

し
て
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
日
常

生
活
又
は
、
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
の
障
害
者
及
び
障
害
児

が
日
常
生
活
又
は
、
社
会
生
活
を

営
む
た
め
の
支
援
を
行
う
。 

 

（
１
）
相
談
支
援
体
制
の
構
築 

○ 

障
害
者
が
自
ら
の
決
定
に
基

づ
き
、
身
近
な
地
域
で
相
談
支
援

を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
様
々
な
障
害
種

別
に
対
応
し
、
総
合
的
な
相
談
支

援
を
提
供
す
る
体
制
の
整
備
を
図

る
。
１
―(

１)

―
１ 

○ 

障
害
者
個
々
の
心
身
の
状
況
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
意
向
、
家
族
の

状
況
等
を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画
案
の
作
成
の
促
進
等
、

当
事
者
の
支
援
の
必
要
性
に
応
じ

た
適
切
な
支
給
決
定
の
実
施
に
向

け
た
取
組
を
進
め
る
。
＊
９ 

１
―(
１)

―
２ 

○ 

障
害
者
等
の
相
談
等
を
総
合

的
に
行
い
、
地
域
に
お
け
る
相
談

支
援
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

の
連
携
の
緊
密
化
と
と
も
に
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
体
制
整
備
に
つ

い
て
協
議
を
行
う
こ
と
で
障
害
者

等
へ
の
支
援
体
制
の
整
備
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
協
議
会
の
設

置
の
促
進
及
び
、
運
営
の
活
性
化

を
図
る
。
１
―(

１)

―
３ 

○ 

知
的
障
害
又
は
、
精
神
障
害

（
発
達
障
害
を
含
む
。）に
よ
り
判

断
能
力
が
不
十
分
な
者
に
よ
る
成

年
後
見
制
度
の
適
正
な
利
用
を
促

進
す
る
た
め
、
必
要
な
経
費
に
つ

い
て
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
後

見
等
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
人
材
の
育
成
及
び
、
活

用
を
図
る
た
め
の
研
修
を
行
う
。

１
―(

１)

―
４ 

○ 

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

等
に
お
い
て
、
地
域
の
医
療
、
保

健
、
福
祉
、
教
育
、
雇
用
等
の
関

係
者
と
連
携
し
て
、
発
達
障
害

児
・
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
相

談
支
援
や
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー

＊
１０ 

の
養
成
等
を
行
う
と
と
も

に
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
た
地
域
生
活
支
援
体

制
の
充
実
を
図
る
。 

１
―(

１)

―
５ 

 
＊
９ 
こ
こ
で
い
う
サ
ー
ビ
ス
に

は
、「
４
．
雇
用
・
就
業
、
経
済
的

自
立
の
支
援
」、「
５
．
生
活
環
境
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
訓
練
等
給
付

等
も
含
ま
れ
る
。 

＊
１０ 

発
達
障
害
者
の
子
育
て
経

験
の
あ
る
親
で
あ
っ
て
、
そ
の
経

験
を
生
か
し
、
子
ど
も
が
発
達
障

害
の
診
断
を
受
け
て
間
も
な
い
親

な
ど
に
対
し
て
相
談
や
助
言
を
行

う
人
の
こ
と
。 

 

○ 

高
次
脳
機
能
障
害（
失
語
症
等

の
関
連
症
状
を
併
発
し
た
場
合
を

含
む
。）
に
つ
い
て
、
地
域
の
支
援

拠
点
に
相
談
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
専
門
的
な
相
談

支
援
や
関
係
機
関
と
の
連
携
・
調

整
等
を
行
う
と
と
も
に
、
高
次
脳

機
能
障
害
に
関
す
る
情
報
発
信
の

充
実
を
図
る
。 

１
―(

１)

―
６ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
つ
づ
く
） 

出
典
（
内
閣
府 

共
生
社
会
政
策 

障
害
者
政
策
委
員
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
） 

h
ttp

://w
w

w
8

.c
a
o
.g

o
.jp

/s

h
o
u
g
a
i/s

u
is

h
in

/s
e
is

a
k
u
_ii

n
k
a
i/k

_8
/p

d
f/re

f2
.p

d
f 

（
福
岡
支
部 

坂
本
） 
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福
脊
連
活
動
日
程
及
び
経
過
報
告 

１０

月
５
日 

北
九
州
支
部
相
談

会 

門
司
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

１１
月
３
日 
臨
時
県
役
員
会 

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ 

１１

月
９
日 

自
立
生
活
セ
ン
タ

ー
ち
く
ご 

秋
の
交
流
会
参
加 

１１
月
２４

日 

第
５
回
筑
後
支
部

定
例
会 

お
り
な
す
八
女 

１１
月
３０

日 

福
岡
支
部
相
談
会 

ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ 

１
月
２６

日 

第
６
回
筑
後
支
部

定
例
会 

お
り
な
す
八
女 

 

 

会
費
納
入
の
お
願
い 

会
員
・
賛
助
会
員
の
皆
様
へ
、

お
願
い
で
す
。
皆
様
も
、
ご
承
知

の
と
お
り
、
当
会
の
運
営
は
会
費

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

会
費
が
未
納
の
方
は
、
左
記
口

座
ま
で
納
入
し
て
、
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 ■
会
費 

７
２
０
０
円 

※
減
額
対
象
者
あ
り 

■
賛
助
会
員 

【
Ａ
】
１
０
０
０
０
円 

【
Ｂ
】
７
２
０
０
円 

【
Ｃ
】
３
０
０
０
円 

■
口
座 

郵
便
振
替
口
座 

■
口
座
番
号 

 

０
１
７
６
０ 

３ 

２
８
９
２
５ 

■
口 

座 

名 
 

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会 

※
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
用

口
座
番
号 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

一
七
九
支
店 

当
座
０
０
２
８
９
２
５ 
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編
集
後
記 

 

２
０
１
３
年
も
、
残
り
僅
か
と

な
り
ま
し
た
。
寒
い
の
で
、
風
邪

な
ど
に
気
を
つ
け
て
、
良
い
お
年

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

（
坂
本
） 

■編集 福岡県脊髄損傷者連合会 会長 藤田 幸廣 

〒816-0804 福岡県春日市原町３丁目１－７ 
福岡県総合福祉センター（クローバープラザ）内６階 

TEL＆FAX：０９２－５９２－４５２８  
E-Mail：fukusekiren-kasuga@cello.ocn.ne.jp 

■発行 九州障害者定期刊行物協会 頒価１００円（会費に 

含まれる）〒812-0054 福岡市東区馬出２－２－１８ 

この広報誌は、共同募金の配分金を受けて発行しています。 

《 今月の時事 》 

 速いものだ。もう師走〜正月だ。年々、月日の経つのを早く感じる。この１年、安倍政

権の政策の「暴走」が止まらない。原発再稼働・復興・消費税増税・法人税の減税・復興

税の廃止・社会保障改革・解雇特区・TTP参加・憲法改正（９条の改正・９６条の改正）・

集団的自衛権・自衛隊〜軍隊・特定秘密保護法等々、政権の強権カ化への道筋に危機感が

増幅する一年である。一方、「一票の格差」問題で、11 月 20 日、最高裁は昨年衆議院選

挙も違憲状態としたが、無効請求は棄却した。福岡高裁より後退した判決なのだ。判決の

骨子は、「昨年、定数を［０増５減］する法案を成立させていたこと、これを国会が合理的

期間内に是正しなかったとは言えず、「違憲とまでは言えない。」という。これでは、司法

の責任を果たしたとは言えない。「国会の不作為で違憲状態のまま選挙が行われた以上、そ

の選挙は無効であるというのが、国民の感覚では」。ましては、違憲状態で選出された、現

衆議院に国民の代表として、各法案審議の資格があるといえるのか？・・否。だが、最高

裁は国会を容認した。もうひとつは、「諫早湾開拓の潮受け堤防の排水門を開門するか否か

をめぐり、長崎地裁が開門差し止め決定したことにより、福岡高裁が国に開門を命じた確

定判決（12月20日期限）と相反する、二つの判断がでたことになった。エッ！！長崎地

裁の意向はこうだ「住民同士が主張を尽くすことが本来の解決方法」と指摘する。が、開

門派は「裁判所の権限を越えた不当介入だ」と反発。開門差し止めを求める農業者との住

民同士の訴訟となる。裁判とは何か、司法判断の限界。その深淵に何があるのか？これら

は、行政・福祉政策のサービスにおいても、当事者同士・市民同士「争わせる」よう制度

運用されていることも否めない。行政は「高みの見物」である。かつて、重化学工業地帯

開発で、開発と開発反対かで「地域が二分」され、家族も二分され「骨肉の争い」となっ

たことがよみがえる。開発と高度成長・物質文明・大量消費・利便性を求め続けた。 

そこに、現在があると思う。その経緯に、何を無くし、何を得たのか？・・・（しん） 

会員・賛助会員の皆様にお知らせです。『 わだち 』の原稿を募集しています。 

意見・提言・新年・雑感など何でも可能。原稿を書いてくださる方は、事務所に 

メール添付・郵送・ＦＡＸ等で送ってください。どうぞよろしくお願いします。 


